
れんがのま
ち江別が好

き

れんが愛好者の勉強会

製
紙
の
原
木
・
燃
料
専
用
線
、
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
大
川
通
り
沿
い
に
あ
っ
た
木
材
運
搬
の
町
営

軌
道
を
見
学
。
な
か
で
も
、
当
別
町
市
街
か
ら
石

狩
大
橋
（
篠
津
）
ま
で
、
農
産
物
輸
送
な
ど
に
使

わ
れ
た
江こう
と
う当
軌
道
（
11
・
2
㎞
）
は
、
篠
津
美
原

30
線
道
路
の
篠
津
川
に
架
か
る
橋
の
欄
干
に
「
き

ど
う
ば
し
」
の
記
載
や
史
跡
標
柱
が
そ
の
名
残
を

伝
え
、
塾
メ
ン
バ
ー
も
江
別
の
産
業
を
支
え
た
鉄

道
の
歴
史
に
ふ
れ
、
興
味
深
い
様
子
で
し
た
。　

今
年
初
め
て
の
屋
外
活
動
と
な
っ
た
5
月
17
日

㈯
の
例
会
は
、
れ
ん
が
と
関
係
の
深
い
、
大
正
15

年
（
１
９
２
６
年
）
か
ら
平
成
3
年
（
１
９
９
１

年
）
ま
で
、
5
本
の
軌
道
・
岐
線
が
走
っ
て
い
た

市
内
の
跡
地
を
探
訪
。
物
資
と
人
を
運
ん
だ
夕
張

鉄
道
、
火
力
発
電
の
北
電
石
炭
専
用
線
、
旧
王
子

塾長の水野 信太郎 北翔大学教授。
学習会は水野塾長の講義を中心に進めら
れます。

「えべつやきもの市」でれんがドミノの設営にも協力しています。

篠津川に架かる「軌道橋」。かつての
江当軌道の名残を伝えています。
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今
後
の
塾
の
活
動
は
、
25
周
年
を
迎
え
る
「
え

べ
つ
や
き
も
の
市
」
の
れ
ん
が
ド
ミ
ノ
の
設
営

協
力
や
11
月
に
群
馬
県
富
岡
市
で
開
催
さ
れ
る

「2014

赤
煉
瓦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
富
岡
大
会
」
へ

の
参
加
。
メ
イ
ン
は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

れ
ん
が
造
り
の
富
岡
製
糸
工
場
の
見
学
と
い
い
ま

す
。水

野
塾
長
は
「
れ
ん
が
は
、
そ
の
時
代
、
時
代

の
時
を
積
み
重
ね
、美
し
く
魅
力
を
増
し
て
い
く
」

と
話
し
ま
す
。「
Ｎ
43
赤
煉
瓦
塾
」
は
、
当
日
の

参
加
費
500
円
を
払
え
ば
、
だ
れ
で
も
自
由
に
参
加

で
き
る
会
で
す
。
詳
細
は
、
事
務
局
担
当
の
石
垣

さ
ん
（
☎
384
‐
０
２
１
９
）
ま
で
。

市
民
参
加
の
れ
ん
が
愛
好
者
の
集
ま
り
「
Ｎ
43

赤
煉
瓦
塾
」（
北
緯
43
度
に
位
置
す
る
江
別
を
表

現
）
は
、
今
年
で
発
足
15
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

「
れ
ん
が
の
ま
ち
江
別
」
を
生
活
の
中
か
ら
身
近

な
話
題
と
し
て
取
り
上
げ
よ
う
と
、
れ
ん
が
歴
史

建
築
物
の
研
究
で
、
博
士
号
を
取
得
し
た
水
野
信

太
郎
北
翔
大
学
教
授
の
「
れ
ん
が
博
士
」
を
塾
長

に
結
成
さ
れ
、メ
ン
バ
ー
は
現
在
36
人
。
活
動
は
、

２
か
月
に
1
回
の
例
会
と
赤
煉
瓦
（
れ
ん
が
）
建

築
物
の
保
存
に
取
り
組
む
市
民
団
体
の
全
国
組
織

「
赤
煉
瓦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
、
毎
年
江
別
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。

例
会
は
、
れ
ん
が
の
ミ
ニ
知
識
、
れ
ん
が
建
造

物
の
歴
史
の
ほ
か
、
文
芸
作
品
、
ア
ニ
メ
、
映
画

の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
れ
ん
が
な
ど
の
身
近
な
れ

ん
が
に
つ
い
て
、
お
茶
を
の
み
な
が
ら
楽
し
く
勉

強
会
を
し
て
い
ま
す
。




